
要求・回答日 ２４年要求内容 2４年回答内容

１．７ヶ月
１．５ヶ月
５/３１支給

要求日5/16 ３ヶ月

回答日5/27 （年間６ヶ月）

要求日5/22

回答日６/４

要求日5/24

回答日6/7

松永製作所

日本高周波

アイエスビー ８８７，８１３円　２．９ヶ月

富田電機 ６０７，０３９円　１．５ヶ月

支部・分会名

日本ｼｬｯﾀｰ分会

三和ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ分会
２．３５ヶ月＋５万円

７５９，９５８円

崎陽軒 月額賃金の3ヶ月分

神
奈
川
地
本
関
係

三興製鋼 １，４２２，１４４円

２
４
年
春
闘
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
全
体

と
し
て
昨
年
を
上
回
る
回
答
を
引
き
出

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
物
価
高
騰
に
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

５
月
２
３
日
現
在
で
、
全
国
の
支
部

平
均
は
１
０
，
３
３
３
円
（
３
．
５
８

％
）
、
組
合
員
平
均
で
は
１
１
，
２

５
２
円
（
３
．
９
２
％
）
、
こ
れ
は
１

９
９
３
年
以
来
３
１
年
ぶ
り
に
５
桁
を

突
破
し
ま
し
た
。

ま
だ
未
解
決
の
所
も
あ
り
ま
す
が
、

春
闘
で
勝
ち
取
れ
な
か
っ
た
生
活
改
善

分
を
夏
季
一
時
金
で
取
り
戻
し
ま
し
ょ

う
。

〇
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
で
は
、
春
闘

交
渉
時
に
賃
上
げ
要
求
と
同
時
に
夏
季

一
時
金
の
要
求
１
．
７
ヶ
月
を
提
出
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
の
労
使
折
衝
の

中
で
、
１
．
５
ヶ
月
の
回
答
が
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

５
月
２
４
日
に
開
か
れ
た
団
体
交
渉

に
お
い
て
、
回
答
を
確
認
し
、
協
定
書

を
交
わ
す
方
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
で
は

、
職
場
に
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
６
０
名
、
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
９
名

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
集
会
で

論
議
の
う
え
、
５
月
１
６
日
に
年
間
６

ヶ
月
の
要
求
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

５
月
２
７
日
の
団
体
交
渉
で
回
答
が

で
ま
し
た
。
年
間
の
一
時
金
と
し
て
４

．
７
ヶ
月
＋
１
０
万
円
、
金
額
で
１
，

５
１
９
，
９
１
７
円
と
な
り
ま
す
。

〇
崎
陽
軒
の
職
場
で
は
、
日
給
３
２
０

円
の
賃
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賃
上

げ
理
由
を
正
し
て
も
、
『
当
社
規
定
に

よ
る
』
の
一
点
張
り
で
妥
結
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
賃
上
げ
交
渉
中
で
す
が
、

夏
季
一
時
金
（
月
額
賃
金
の
３
ヶ
月
分

）
も
同
時
に
取
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た

。
今
後
は
、
会
社
側
の
不
誠
実
な
対
応

を
職
場
に
知
ら
せ
る
宣
伝
と
一
緒
に
、

交
渉
経
過
を
職
場
に
知
ら
せ
る
活
動
を

中
心
に

取
組
ん
で

ゆ
き
ま
す
。

（
記

浅
岡
）

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２４年

５月２８日

７３１１号

ＪＭＩＴＵ平均一時金要求 981,009円（3.16ヶ月）

２
４
年
夏
季
一
時
金
交
渉
ス
タ
ー
ト

２
４
春
闘
結
果
は

２４年度夏季一時金要求・回答状況

２
４
年
夏
季
一
時
金
要
求
状
況

川崎支部年間総括会議

のお知らせ

恒例となっています年間
総括会議ですが、支部の活

動を総括し、次期への方針

を論議する大切な会議です。

各分会からご参加をお願

い致します。

日時 ６月３０日（日）
午後１時より

場所 支部事務所にて



５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
神
奈

川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
紅
葉
坂
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
憲
法
改
悪
阻
止
神
奈

川
県
連
絡
会
議
（
略
称
・
神
奈
川
憲

法
会
議
）
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
５
・

３
県
民
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
支
部
か
ら
は
細
谷
あ
つ
子
さ
ん

（
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
）

も
参
加
し
ま
し
た
。

２
つ
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

憲
法
学
者
の
志
田
陽
子
さ
ん
か
ら

は
『
平
和
の
危
機
と
「
表
現
の
自
由
」

～
人
権
保
障
こ
そ
安
全
保
障
』
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

志
田
さ
ん
は
小
生
が
良
く
観
て
い

る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
タ
イ
ム
ズ
」
と

い
う
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
時
々
出
演

し
て
い
て
、
い
つ
も
冷
静
な
発
言
を

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
今
、
憲
法
改
正
手
続
き
な
し
で

戦
闘
・
攻
撃
へ
の
参
加
を
肯
定
す
る

動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
。
」
「
軍

事
的
手
段
は
、
他
の
す
べ
て
の
努
力

に
失
敗
し
た
と
き
、
致
し
方
な
く
と

る
「
最
後
の
手
段
」
。
こ
れ
を
使
わ

ず
に
済
む
方
策
を
幾
通
り
に
も
練
る

こ
と
、
対
立
を
煽
る
言
動
を
と
ら
な

い
よ
う
思
案
す
る
こ
と
が
一
番
の
課

題
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
講
演
は
弁
護
士
の
海

渡
双
葉
さ
ん
で
『
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ク
リ
ア
ラ
ン
ス

広
が
る
秘
密
保
護

法
の
網
』
で
す
。
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
」
と
い
う
新
し
い
言

葉
を
使
っ
て
い
て
わ
か
り
に
く
く
さ

れ
て
い
る
が
、
「
経
済
情
報
も
秘
密

保
護
法
の
対
象
に
加
え
る
」
と
い
う

事
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

秘
密
の
定
義
も
範
囲
も
全
く
示
さ

れ
て
お
ら
ず
そ
れ
が
国
民
全
体
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
と
ん
で
も
な
い
法
律

で
す
。

し
か
し
、
法
案
は
、
５
月
１
０
日

に
、
自
民
・
公
明
・
立
民
・
維
新
・

国
民
の
賛
成
で
成
立
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

集
会
後
は
桜
木
町
駅
ま
で
晴
天
の

な
か
２
０
分
程
度
の
デ
モ
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
の
内
容
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
料
は
川

崎
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
し
て

お
き
ま
す
。

【
細
谷

記
】

５
月
３
日
（
金
）
東
京
防
災
臨
海

公
園
で
１
１
時
か
ら
「
５
・
３
憲
法

集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
国
際
展
示
場
駅
を
降
り
る

と
数
多
く
の
人
々
が
歩
い
て
い
る
の

を
見
か
け
ま
し
た
。
会
場
の
臨
海
公

園
ま
で
の
道
に
は
家
族
づ
れ
で
遊
び

に
来
て
い
る
方
、
革
マ
ル
派
が
ビ
ラ

を
配
っ
て
い
た
り
、
憲
法
集
会
の
ビ

ラ
を
配
布
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

会
場
に
着
く
と
昨
年
と
集
合
場
所

が
違
っ
て
デ
モ
出
発
点
近
く
の
場
所

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ひ
る
め
し
時

間
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
旨
い
弁
当

が
無
い
か
と
探
し
た
ら
、
ナ
ン
に
お

肉
を
挟
ん
だ
も
の
が
８
０
０
円
で
売
っ

て
い
た
の
で
そ
れ
を
た
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
か
ら
は
、
中
央
、
各

支
部
の
組
合
員
、
川
崎
支
部
は
長
谷

川
さ
ん
と
私
の
参
加
で
し
た
。

集
会
後
デ
モ
行
進
を
約
１
時
間
歩

き
ま
し
た
。
集
会
全
体
の
参
加
は
３

万
２
千
人
で
し
た
。【

小
林

記
】

7311号 （２）

５
・
３
県
民
集
会

５
・
３
憲
法
大
集
会

朝日新聞デジタルより



５
月
１
日
（
水
）
中
原
平

和
公
園
・
野
外
音
楽
堂
で
行

わ
れ
た
第
９
５
回
川
崎
メ
ー

デ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

“
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活

と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民

主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め

ざ
そ
う
”
で
す
。
サ
ブ
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
・
今
す
ぐ
最
低
賃
金

を
１
５
０
０
円
以
上
に
！
全

国
一
律
最
賃
制
へ
改
正
を
・

物
価
上
昇
を
上
回
る
大
幅
賃

上
げ
を
・
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
や
め
ろ
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
即
時
停
戦
を
！
な
ど

１
４
項
目
で
す
。

支
部
か
ら
の
参
加
者
は
長

谷
川
、
浅
岡
、
矢
部
、
細
谷

静
雄
、
細
谷
あ
つ
子
、
澁
谷
、

小
林
、
元
三
和
の
鈴
木
（
敬

称
略
）
そ
し
て
私
の
９
名
で

す
。当

日
の
天
気
予
報
は
雨
で
、

開
会
の
１
０
時
に
は
ま
だ
降
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
開
会

後
す
ぐ
に
雨
が
振
り
出
し
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
パ
や

傘
・
長
靴
の
雨
対
策
を
し
て

い
ま
し
た
。
私
も
カ
ッ
パ
を

着
用
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
屋
根
が
あ
る

た
め
雨
の
影
響
は
さ
ほ
ど
な

く
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
来

賓
紹
介
、
コ
ー
ラ
ス
、
演
奏
、

争
議
団
の
紹
介
、
プ
ラ
カ
ー

ド
の
審
査
な
ど
式
典
は
ほ
ぼ

予
定
通
り
行
わ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

客
席

ベ
ン
チ
の
方
は
屋
根
が
な
い

の
で
傘
の
花
が
さ
い
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
せ
い
で
ス
テ
ー

ジ
上
が
少
し
見
に
く
か
っ
た

で
す
。
式
典
が
終
わ
り
１
２

時
３
０
分
の
デ
モ
行
進
ま
で

３
０
分
位
時
間
が
あ
り
、
い

つ
も
は
世
間
話
な
ど
を
し
て

時
間
を
潰
す
の
で
す
が
、
雨

の
中
立
っ
た
ま
ま
３
０
分
は

な
か
な
か
つ
ら
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
時
間
前
に
出
発

さ
せ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の

で
す
が
警
察
へ
の
届
け
の
関

係
で
そ
う
に
も
い
か
な
い
か

と
観
念
し
、
出
発
時
間
ま
で

雨
の
中
じ
っ
と
待
ち
ま
し
た
。

時
間
通
り
１
２
時
３
０
分

に
デ
モ
は
出
発
し
、
デ
モ
コ
ー

ス
は
中
原
平
和
公
園
を
出
て

す
ぐ
に
綱
島
街
道
を
渡
り
、

街
道
を
そ
の
ま
ま
武
蔵
小
杉

方
向
へ
向
か
い
ま
し
た
。
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
時
節
柄

『
ガ
ザ
で
の
即
時
停
戦
を
』
、

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
ロ
シ

ア
軍
は
撤
退
し
ろ
』
な
ど
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
約
１
時
間
位
か
け
て
デ

モ
行
進
を
し
て
小
杉
駅
前
の

グ
ラ
ン
ツ
リ
ー
前
で
解
散
を

し
ま
し
た
。

私
の
経
験
で
は
雨
の
メ
ー

デ
ー
は
初
め
て
だ
と
思
い
ま

す
。
メ
ー
デ
ー
は
や
っ
ぱ
り

５
月
晴
れ
が
良
く
似
合
い
ま

す
。
労
働
者
の
祭
典
な
の
で

ビ
ー
ル
片
手
に
わ
い
わ
い
が

や
が
や
や
る
の
が
お
祭
り
ら

し
く
て
良
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。

（
記

光
田
）

（３） ７３11号

第９５回川崎メーデー
雨のメーデーに参加して

な
ん
ぶ
せ
ん

最
近
便
利
で
感
じ
る
事
が
有
り
ま
す
。
▼

３
月
に
引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。
駅
か
ら

近
く
、
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
に
近
く
て
と

て
も
生
活
を
す
る
の
に
は
便
利
す
ぎ
る
く

ら
い
便
利
で
す
。
引
っ
越
し
た
時
に
朝
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
い
事
が
分
か
り
、

直
ぐ
近
く
の
店
の
ト
イ
レ
を
借
り
ま
し
た
。

「
便
利
で
い
い
な
」
と
。
▼
田
舎
か
ら
、

弟
が
遊
び
に
来
て
電
車
で
移
動
を
し
た
の

で
す
が
ス
イ
カ
を
持
っ
て
い
な
く
そ
の
都

度
に
切
符
を
買
う
事
で
面
倒
な
事
。
ス
イ

カ
が
有
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
が
出

来
ま
す
。
▼
友
人
と
連
絡
を
と
る
時
に
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
電
話
や
ラ
イ
ン
で
決
め
て

い
ま
す
。
と
て
も
便
利
で
す
。

▼
買
い
物
を
す
る
時
、
買
い
物
カ
ゴ
に
商

品
を
入
れ
て
清
算
す
る
時
、
機
械
の
レ
ジ

で
精
算
し
て
終
わ
り
ま
す
。
▼
今
の
状
況

は
便
利
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
リ

ス
ク
が
有
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大

地
震
に
よ
り
停
電
に
な
る
事
。
運
用
す
る

ソ
フ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
事
。
又
、

今
の
便
利
に
使
う
も
の
に
つ
い
て
い
け
な

い
人
た
ち
。
機
械
の
レ
ジ
に
戸
惑
っ
て
列

を
作
っ
て
焦
っ
て
し
ま
う
。
▼
そ
の
よ
う

な
便
利
さ
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
事
も
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。（

な
も
な
き
絵
か
き
）



５
月
６
日
（
月
）
東
京
夢
の
島

第
五
福
竜
丸
記
念
館
前
か
ら
の
国

民
平
和
大
行
進
、
１
２
時
ス
タ
ー

ト
集
会
に
は
６
０
０
人
が
参
加
、

我
が
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
か
ら
は
４
０
人

ほ
ど
が
参
加
し
、
神
奈
川
地
本
か

ら
は
庄
司
書
記
長
・
片
寄
副
委
員

長
・
私
の
３
名
で
参
加
で
し
た
。

歌
声
の
励
ま
し
や
被
爆
者
の
お

話
、
全
国
通
し
行
進
者
の
決
意
の

あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ
、
１
３

時
夢
の
島
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
て

日
比
谷
公
園
ま
で
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
、
途

中
東
陽
公
園
で
ト
イ
レ
休
憩
、
先

頭
を
歩
く
被
爆
者
の
方
と
通
し
行

進
者
の
方
が
高
齢
な
た
め
か
な
り

歩
く
の
が
遅
く
な
り
、
予
定
よ
り

も
５
０
分
近
く
遅
く
日
比
谷
公
園

に
到
着
し
て
、
解
散
に
な
り
ま
し

た
。５

月
７
日
（
火
）
多
摩
川
六
郷

土
手
公
園
に
て
土
砂
降
り
の
雨
の

中
、
東
京
～
神
奈
川
へ
の
引
継
ぎ

集
会
が
行
わ
れ
、
神
奈
川
地
本
か

ら
片
寄
さ
ん
と
参
加
し
、
リ
レ
ー

旗
を
東
京
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
か
４
０
名
ぐ
ら
い
の
参

加
で
し
た
。

５
月
８
日
（
水
）
川
崎
稲
毛
公

園
９
時
３
０
分
ス
タ
ー
ト
、
川
崎

支
部
か
ら
小
林
さ
ん
・
細
谷
静
雄

さ
ん
・
細
谷
あ
つ
子
さ
ん
・
光
田

さ
ん
・
長
谷
川
の
５
名
の
参
加
で

幸
区
役
所
～
平
間
公
園
で
小
休
止

～
中
原
平
和
公
園
で
昼
食
休
憩
を

取
り
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
経

由
し
て
武
蔵
小
杉
駅
ま
で
行
進
を

し
て
解
散
し
ま
し
た
。

５
月
９
日
（
木
）
高
津
区
役
所

９
時
３
０
分
ス
タ
ー
ト
で
川
崎
支

部
は
小
林
さ
ん
の
参
加
で
東
高
根

森
林
公
園
～
多
摩
区
役
所
～
寺
尾

第
一
公
園
～
麻
生
区
役
所
と
行
進

し
ま
し
た
。
ま
た
矢
部
さ
ん
は
、

体
調
不
良
で
出
発
集
会
の
み
の
参

加
で
し
た
。

ほ
ぼ
毎
年
、
川
崎
の
行
進
区
間

は
川
崎
支
部
で
分
担
し
て
核
兵
器

廃
絶
と
日
本
の
核
兵
器
禁
止
条
約

条
約
を
早
急
に
批
准
と
署
名
、
参

加
を
訴
え
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

《
記
：
長
谷
川
》

川
崎
市
は
市
制
１
０
０
周
年
の

記
念
行
事
で
あ
る
「
か
わ
さ
き
飛

躍
祭
」
に
お
い
て
、
６
月
２
９
日

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
展
示

飛
行
を
行
う
こ
と
が
市
の
広
報
紙

や
ネ
ッ
ト
な
ど
に
報
道
さ
れ
た
。

同
展
示
飛
行
に
つ
い
て
川
崎
市

は
『
川
崎
は
す
ご
い
！
、
最
高
に

楽
し
か
っ
た
！
と
い
う
体
験
と
記

憶
を
残
し
「
か
わ
さ
き
飛
躍
祭
」

に
花
を
添
え
る
取
り
組
み
』
と
し

て
い
る
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
は
「
航
空

自
衛
隊
の
存
在
を
多
く
の
人
々
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
航
空
自

衛
隊
の
航
空
祭
や
国
民
的
な
大
き

な
行
事
な
ど
で
、
豪
華
な
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
飛
行
を
披
露
す
る
」
航
空

自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
で
す
。

「
等
々
力
の
よ
う
な
住
宅
密
集
地

の
上
空
を
飛
行
す
る
」
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

飛
行
で
の
幾
つ
か
の
事
故
な
ど
を

知
れ
ば
不
安
に
思
い
、
私
と
し
て

は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
。

私
は
思
い
ま
す
。
戦
後
の
経
過

か
ら
恒
久
平
和
へ
の
希
求
と
実
現

を
重
視
し
て
き
た
川
崎
市
の
市
制

１
０
０
周
年
に
あ
た
り
「
体
験
と

記
憶
を
残
す
」
の
で
あ
れ
ば
、
戦

争
の
悲
惨
な
体
験
や
恒
久
平
和
へ

の
願
い
を
学
び
、
次
世
代
に
伝
え

る
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
り
、
恒
久

平
和
の
理
念
に
適
わ
な
い
組
織
で

あ
る
航
空
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
で
あ
る

展
示
飛
行
を
行
う
道
理
は
ま
っ
た

く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
記
：
矢
部
》

731１号 （４）

川
崎
市
の
市
制
１
０
０
周
年
記
念
で
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
飛
行

「
か
わ
さ
き
飛
躍
祭
」
に
花
を
添
え
る
取
り
組
み

？

１９５８年に始った国民平和大行進、今年６７回目
東京から広島コース通し行進者 JMITU通信労組の大村美恵さん元気

通し行進者 大村さん



５
月
１
７
日
（
金
）
１
９
時
～
２

１
時

溝
の
口
デ
ッ
キ
で
街
頭
労
働

相
談
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
弁
護
士
３
名
、
川
崎

労
連
か
ら
１
名
、
川
崎
支
部
か
ら
は

４
名
の
参
加
で
し
た
。
医
療
関
係
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
労
働
相
談
と
い
え
る
内
容

の
相
談
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。

①
男
性
、
派
遣
。
悪
口
・
暴
力
相
談
。

②
動
物
病
院
看
護
師
、
休
憩
取
れ
な

い
、
女
性
４
人
の
職
場
、
横
の
つ
な

が
り
欲
し
い
。

③
小
さ
な
会
社
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
原
因

か
？
上
司
が
亡
く
な
る
。

④
川
崎
支
部
も
崎
陽
軒
の
不
誠
実
団

交
に
つ
い
て
弁
護
士
に
相
談
し
ま
し

た
。ま

た
、
神
奈
川
県
労
働
セ
ン
タ
ー

か
ら
２
名
の
方
が
見
学
に
来
ま
し
た
。

次
回

６
月
２
１
日
（
金
）

１
９
時
～
２
１
時

川
崎
駅
東
口

５
月
１
８
日
（
土
）
登
戸
駅
連
絡

通
路
で
支
部
未
組
織
宣
伝
を
１
０
時

か
ら
約
１
時
間
の
予
定
で
行
い
ま
し

た
。通

路
は
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線
と
小
田
急

線
の
駅
連
絡
で
い
つ
も
と
同
じ
よ
う

に
電
車
が
到
着
す
る
た
び
に
利
用
者

が
多
く
な
る
。

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
の
は
、

「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・
労
働
組
合
で
す
」

と
宣
伝
し
て
い
る
と
、
「
パ
ン
フ
を

く
だ
さ
い
」
と
駅
利
用
者
の
声
が
い

つ
も
よ
り
多
く
感
じ
た
こ
と
で
す
。

配
布
し
た
宣
伝
物
は
、
支
部
で
作

成
し
た
「
希
望
を
持
っ
て
働
き
続
け

る
た
め
に
」
の
７
０
枚
の
パ
ン
フ
と

「
組
合
連
絡
先
カ
ー
ド
入
り
」
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
す
。

い
つ
も
と
同
じ
く
準
備
し
て
い
た

の
で
す
が
５
０
分
で
な
く
な
り
宣
伝

を
終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
マ
イ
ク
宣
伝
の
浅
岡
さ

ん
、
そ
し
て
長
谷
川
さ
ん
、
細
谷
さ

ん
、
小
林
さ
ん
そ
し
て
私
の
５
名
で

し
た
。

次
回

６
月
２
６
日
（
水
）

１
７
時
３
０
分
か
ら

久
地
駅

《
記
：
矢
部
》

（5） 7311号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き

街
頭
労
働
相
談

【
細
谷

記
】

最
低
賃
金
に
つ
い
て
講
演

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
か
わ
さ
き
」
の
仲
間
の
専
修
大

学
経
済
学
部
准
教
授
の
山
縣
さ
ん

が
、
永
田
町
で
国
会
議
員
向
け
学

習
会
と
し
て
『
最
低
賃
金
と
労
働

力
の
確
保

最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
・
全
国
一
律
の
必
要
性
』
と
い

う
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
全
労
連

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
か

ら
講
演
の
資

料
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

「
パ
ン
フ
を
く
だ
さ
い
」
駅
利
用
者
の
声

５
月
１
８
日

登
戸
駅
支
部
未
組
織
宣
伝



カ レ イ シ ユ ウ キ

コ テ タ ウ エ ウ タ

ガ ン モ ド キ エ イ

ワ ガ シ ア キ チ

ク ミ ア サ ヒ

カ モ ガ ワ ユ ト リ

ル ノ ワ ー ル シ ン

イ ス ド ビ ン ジ

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

7310号クロスワード

回答はジシンサイガイ（地震災害）でし

た。応募者は全員正解でした。当選者は

下記の通りです。おめでとうございます。

賞品をお送り致します。次回も応募下さ

い。

石田洋司（合同分会）図書カード

澁谷裕之進（三和家族）図書カード

菅原祐三（支部報読者）図書カード

長谷川綾子（三和家族）図書カード

川崎支部 レクリエーション

釣り大会予定
日時：6月2日（日）
場所：川崎等々力緑地

時間：8時～12時まで

会費：なし

入場料-大人760円
子供200円

レク担当 長谷川清

川崎等々力緑地釣り池で川崎支部レクリエーション

として釣り大会を予定しています。

アクセスはＪＲ武蔵小杉駅からバスにて５分位。

等々力緑地下車徒歩５分位の所です。

釣り道具のない方は売店で小物釣り竿を１５００円

程度で売っています。餌も１００円で赤虫を売ってい

ますし、一日をのんびり釣りでもしませんか？

獲物はコイ・ヘラブナ・クチボソ・外来魚のブルー

ギルなどです。

その後の交流会は別途実費に予定です。

今後の日程

０６月０１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

０２日（日）つり大会（等々力緑地つり堀池）８：００～

０５日（水）夏季一時金統一回答指定日

第１１回書記局会議（支部事務所）１３：００～

０８日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１２日（水）７３１２号編集会議（支部事務所）１８：００～

第２１回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２１日（金）ワーカーズネットかわさき街頭相談（川崎駅）１９：００～

２２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２６日（水）７３１２号作業日（支部事務所）１３：００～

第１０回未組織宣伝（久地駅前）１７：３０～

第２２回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

３０日（日）支部年間総括会議（支部事務所）１３：００～

０７月０６日（土）・７日（日）湯河原第１８回ＪＭＩＴＵ中央定期大会

２１日（日）日本シャッター定期大会

２７日（土）第１８回神奈川地本定期大会 １４：００～

２８日（日）支部第７５回定期大会（支部事務所）１０：００～


